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春先，邪魔者扱いされている融雪水を集め，地下の深い帯水  

層に人工的に面責して貯蔵し，必要な時にとり出して活用しよ  

うという調査・研究が石狩町の海岸地域で続けられています。  

試写貪施設のしくみ   

試験施設は石狩湾岸から約1km内陸に入った平担な砂地に  

作られており，融雪水の真水部と深部帯水層（深度140m以下に   

分布する帯水層）への人工液養部からなります。   

融雪期になると，融雪水は砂地にしみ込み浅い地下水の水位  

を上昇させ，融雪末期には水位は地表近くまで達します。この  

あんきよ 水を地下2mに埋設した有孔管（暗渠）で集め，それを導水管   

で集水井へ流します。集水井からポンプアップされた水は，沈   

殿槽で砂などを沈殿させた後，深部帯水層にストレーナを設け  

た注入井に入れられます。井戸に水が注入されると，水位（水  

圧）が上昇して深部帯水層の水位より高くなるので，水は帯水  

層の中に入っていきます・。井戸に水を連続的に注入しても，井  

戸と帯水層の水位差に応じて，井戸から帯水層へ自然流下で流  

まざまの調査を実施してきました。  

1970年代からは，地下水利用に伴う地盤沈下などの環境問題  

も考慮して，地下の地質構造をはじめ，広域的・長期的な地下  

水位や地盤変動の状況，地下水の利用状況などの調査を続けて  

います。このような長年にわたる調査の結果，融雪水を深部帯  

水層に人工滴善して水資源として活用することが可能であり，  

地下環境保全のためにも有効な手段となりえることがわかって   

きました。   

つまり，地下水資源の活用と地下環境の保全は相反するもの  

ではなく，相互に関連しあうものなのです。ここで述べた融雪  

水の活用など歯糞条件の整備を計って地下水を積極的に強化  

し，さらに水資源の適性な管理・利用を行うことにより，地下  

環境を良好な状態に保つことができるものと考えられます。当  

調査所では，地下水の特性を考慮しつつ，このような観点に立っ  

て調査・研究を展開しているところです。  

れ込み，貯えられます。  

この施設で行ったこれまでの試験の  

あんきよ 結果，融雪水は簡単な暗渠方式でかな   

り多量に集められ，かつ水質が良好で  

あること，人工癌養された融雪水は注  

入井近辺にとどまフており，深部帯水  

層が地下ダム的な機能を発揮している  

ことなど，数多くの実証的な成果が得   

られております。しかし，注入井の目  

づまり防止など今後解決すべき技術的  

な課題も残っており，さらに試験を継  

続していく予定です。  

水資源の活用と環境保全  

札幌市北方から石狩湾岸にかけて   

は，地下水利用の盛んな地域であり，   

当調査所は以前から地下水に関するさ  

試験施設の概念図  
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就任 ご あ い さ つ   

所 長  加 藤 忠 道  

去る4月12日付の人事移動により，洒匂純俊前所長の後を受  

けまして，地下資源調査所長に任命されました。これまセの行  

政経験から，当調査所が従前に増して地域社会や産業に積極的  

に寄与し得る，大きな社会課題と責務を負っていることを自覚  

しております。もとより微力ではありますが，■‘より積極的にニー  

ズの把鐘に努め，これに見合った研究テーマの設定や，情報の  

収集・提供等，効率的な研究業務の運営を行っていく所存でご  

ざいます。所員ともども倍旧のご指導ご鞭撞を賜りますようお  

願い申し上げます。   

昨今の産業構造転換，技術革新，高度情報化，国際化等の大  

きな社会的流れのなかで，道の北海道新長期総合計画，国の第  

5期北海道総合開発計画が今年度からスタートし，21世紀をめ   

ざした新しい北海道づくりが始まりつつあります。これらのな   

かでも重要なテーマの一つであります地域の活性化を図るため   

には，海域を含めた大地のすべてを地域の資源として，新しい  

観点に立った開発と環境の創造を図る必要がありましょう。   

このよう情勢のなかで，当調査所はすでに融雪水の地下水と  

しての活用，余剰熱の地下蓄熱による活用等，新しい地域の資  

地域の振興と活性化のために一  

昭和62年度地域エネルギー開発振興事業としては，当調査所  

の技術的指導と助言のもとに10地区10本のボーリング探査と3  

地区の熱利用施設事業が実施されました。ボーリング探査では，  

歌登町，壮瞥町を除く8市町で温泉の湧出に成功しました。   

八雲町は市街地内で実施し，泉湿の高い温泉開発に成功した  

ことから付近にある町営プール，体育館等の利用に向けて検討  

○地熱ボーリング  

源をつくり出す研究も開始しておりますが，これらの研究を効  

率的に推進してし一ぺため，大学，民間等との適切な機能分担を  

考慮しつづ，・相互に連携を密にしていく必要があると考えてい  

ます。  

新しい北海道づくりのため，これまでに蓄積された結果を基   

に新たな開発応用の研究をめざす，開かれた研究機関として今  

後とも所員一同努力いたしますので，道民の皆様のより一層の   

ご利用とご支援をお願い申し上げ，ごあいさつといたします。   

道・地域エネルギー開発振興事業の成果一   

中です。夕張市は産炭地ということもあって地質的には可能性  

の低い地域ですが，昨年度に引き続き成功しました。市ではこ  

れらの源泉を利用し地域活性化を目指した施設作りに意欲を燃   

しています。今金町は実利河ダム近傍で実施され，泉温は若干  

低いもののダム周辺の環境整備を進める中でレジャー施設等の  

暖房利用を検討しています。結果の概要は以下のとおりです。  

質   現状及び利用善十画   
市 町 村 名  坑 井 場 所  計画深度 （m）  実掘さく 深 度 （m）  揚巨湯方法  湧出量 （ゼ／mf11）  泉 温 （OC）   

泉  

歌  登  町  辺  毛  内   1，DOO   1，200  水中モー ターボンプ  50   17  単純温泉   多目的研修集会施設，き谷用   

阿  寒  町  上  阿  寒  1，200   1．200  300   45  ナトリウム一塩化物泉  自然体兼相接房，浴用を計画   

小  樽  市  朝里 川 温泉  1，000   1．000  200   40．2  カルシウム・ナトリウム  
一塩化物泉   朝里川温泉街の総合給湯を計画   

八  雲  町  住  初  1，000   1．061  300   54  ナトリウム一塩化物強塩泉  町営プール利用   

ニ セ コ 町  ア ン ヌ プリ   1，000   1．000  250   62．5  ナトリウムー炭鞍水素塩・ 塩化物・硫酸塩泉  検討中   
上 ノ 国 町  湯  の  岱   1．000   1．000  自【賓   530   41．4  ナトリウム・カルシウム 一塩化］勿・炭酸水素塩泉  保養センター暖房，浴用   

壮  瞥  町  弁  景   800   800  湧出量極少，利用不能   

今  金  町  実  利  河   1，000   1．200  水中モー ターボンプ  200   42．0  ナトリウム・カルシウム 一塩化物泉  検討中   
夕  弓長  市  臼  士   1，500   1．501  140   46．ユ  

士  幌  町  中  士  幌  1．500   1，500  〟   試験中  吉武験中   試験中   ハウス栽培   

市町村名   管  径   引湯延長   施  設   概  要   
意  山  町   50A   100m   揚湯設備，送湯設備，総合センター，特別養護老人ホーム暖房，浴用   

熊  石  町   100A   20m   希釈水取水設備改善，送湯設備，アワビ種苗センター昇温   

共  和  町  65A，50A  40■m   揚場，送湯設備，老人福祉センター暖房，浴用   
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地熱資源に市町村ニーズ盛ん－技術相談・依頼調査   

地下資源調査所では，従来から地域産業振興と生活環境向上  

のため，地質や地下資源全般について，電話等による技術の相  

談を受け，また，依頼により受託調査及び技術普及指導調査を  

行っています。   

昭和62年度の技術相談件数は230件，受託調査の実績は次表の  

とおりです。また，技術普及指導調査は26件で傾向としては，  

地域における熱エネルギー（地熱・温泉）に対する取り組みが  

盛んのようです。  

調査地域   依 頼 者   調査対象   調査方法   調  査  概  要   

生  田  原  生田 原町長  温  泉  電 気 探 査  温泉開発の可能性の検討   

遠  
ガス及び水質・水玉等  

別  遠 別 町 長  天 然 ガ ス   の   調   査  天然ガス孔井からのガス・水の調査   

木  古  内  木古内町長  温  泉  地 質 調 査  温泉開発可能性のための徴候地の調査   

黒  松  内  黒松内町長   物 理 探 査  温泉開発可能性の調査   

宮  内  島 牧 村 長   揚 場 試 験  熱水貯留層の把握と熱水供給基地としての評価   

東  山  夕 張 市 長  地  熱  採 熱 試 験  石炭燃焼熱の採熱試験   

帯  広  帯 広 市 長  温  泉  泉源一説測（湧出丑・泉 温・水1立・密閉圧）  既存井の湧出状況調査   

洞  爺  湖  虻 田 町 長   揚湯試験及び観測  62年度掘さく井の揚湯テスト   

〃   ヒートホール利用による各井の影響調査  

昭和62年度畑作振興深層地下水調査の成果  

この調査は昭和47年度から道の農政部農村計画課・関係支庁 和62年度は調査5地区のうち4地区で地下水を得られることが  

及び当調査所で進められています。調査内容は水理地質調査・ 確認されました。調査結果の概要を下表に示しました。  

電気探査・ボーリング調査及び揚水試験で，当調査所は，水理   なお，地下水の開発・利用についてはお気軽に当調査所へお  

地質調査とその他の調査の計画・実施について指導・助言並び  問い合せ，御相談下さい。  

に全調査地区の結果の解析・取りまとめを担当しています。昭  

口径  深度  ストレーナ深度  静水位  動水位  揚水量  水  
地 区 名  市 町 村  

（m）   （m）  （m）  （m3／d）  基  
質   

採 水 層  地 形  
準   

神  華  旭 川 市  150 砂利充填  50  28．0～44．5  －5．15  18．10  58   適  
合  鮮新～更新統 火砕流堆積物  丘陵地   

上  適  磯  上 磯 軒  150 砂利充填  80  33．5～39．0 44．5～50．0 61．0～66．5  －11．69  －16．43  52  合  中新統，茂辺 地川層，相砂岩  段丘地   
入  完新統，扇状 地堆物  扇状地   江  虻 田 町  田   50  17．0～39．0 44．5～50．0  －16．21  －17．14  186  色魔・鉄・ マンガン不適   積  

22．9こ28．4  
明  

色度・鉄・  
友  芽 室 町  150   70   39．4■も50．4 55 段丘地   

．9′－を61．4   

南 兵 村  上湧別町  150  30 l  ・13．5㌣19．0 、 －2．93  －6．84  497   適  
完新統，氾濫  

・24．5六－30．0  合   原堆積物   
氾ラ監原   

“デスモステルス100年祭〝足寄町にて開催  

足寄町教育委員会  村 尾 誠   

足寄町茂螺湾川上流で奇獣デスモステルスの化石が発見さ   

れたのは昭和51年夏のことでした。以来，デスモステルスや  

舌クジラを中心に数多くの化石が発見されてきました。   

このたび町教育委員会では，デスモステルスが世界で初め  

て発見されてから100年という記念すべき節目の年に「足寄   

フェスティバル～太古の海獣を語る～デスモスチルス100年   

を記念して」を8月27日（土），足寄町民センター（足寄町南  

1－5）にて開催することになりました。   

このフェ   

スティバル   

では，化石  

発見者の矢   

吹さん兄弟   

（足寄町茂   

螺湾）や，   

松井愈先生  
発掘風景   
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各地から多数の参加を期待しています。   

くわしいことは足寄町教育委員会（TELO1562－5   

にお問い合せ下さい。  

（元北海道大学），木村万一先生（北海道教育大学），大塚則  

久先生（東京大学）の方々に，地質や古生物などについて語  

り合っていた 

獣」をより多くの人々に理解していただこうというものです。  

3188）書  

奇獣デスモステルス  

／
′
■
、
＼
 
 

デスモステルスの骨格（長尾（1938））   復元像（古育種動物図鑑）   

全長が約3m，北太平洋東西両岸に約500万年前まで生存し  も短く，頭は扁平で大きく，その薪を束ねたような歯の形が  

ていた晴乳動物で，外皮は重厚，四肢はがんじょう，首も尾  特徴的である。  

‘タ  Q北海道の活火山の分布について敢えて下さい。（札幌市，中学生）  
ヂ  

なお，参考までに北海道には分布していませんがA級の火山  

としては，浅間山，三原山（伊豆大島），阿蘇山，桜島の4火山  

があります。  

q     ＆A  A活火山はその活動性（噴火  

ひん の頻度・規模・形式など）と噴火の社会的影響の程度から，活  

動監視の必要度を総合評価し，必要度の大きい順にA・B・C  

の3級に分類しています（理科年表，昭和63年から）。北海道に  

はB級の活火山として，十勝岳，有珠山，雌阿寒岳，樽前山，  

駒ヶ岳の5火山，C級の活火山として，知床硫黄山，摩周岳，  

アトサメプリ，大雪山，恵山，渡島大島の6火山が分布してい   

ます。   

B級の5火山は，いずれも過去数十年の間に大小の噴火を起  

こしたことのある活動の活発な火山で，昭和52年から55年にか  

けての有殊山の激しい噴火は，まだ記憶に新しいキとですし，  

最近も十勝岳，樽前山 雌阿寒岳の活動の活発化が，たびたび  

報道されています。このように活動の活発脊火山の噴火予知の  

ためには，中央省庁，大学，地元関係機関が連携して常時観則  

を続けなければなりません。   

C級の6火山も過去数百年の問には活発な噴火活動を起こし  

たことがあり，定期的観則を行う必要があります。  

北i毎道の活火山分布  

★太田駈道大使が来訪  

3月18日太田駐道特命全権大便が   

源（4）応用地質（5）地震・火山（6）地域地質について調査研  

究・技術普及指導の概要を報告。  

鱒琴室琴萱翠撃二来訪され当調査所の調査研究概要・  

北海道で産出する鉱産物等について説明を受けた後，各実験室  

での実験内容等を視察されました。   

★所出版物のあんない   

●北i毎道立地下資源調査所年報一昭和62年度一   

当該年度に実施した（1）エネルギー資源（2）水資源（3）鉱物資  

『地下資源調査所ニュース』1988年7月20日発行（季刊）  

Vol．4 No．3発行：北海道立地下資源調査所   

（通巻15号）編集：広報紙編集委員会  

〒060札幌市北区北19条西12丁目 TEL（011）747－2211   

広報紙に関するお問合せは，企画広報課（内線 412）へ  
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